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基本理念
私達は地球環境の問題が⼈類共通の課題であることを認識し、⾃然環境の維持に努めると共に、
環境に調和した社会づくりに貢献する企業活動を⾏うことを基本理念とします。

当社の製品は、⾃動⾞部品や産業機材の分野に使われており、特にゴムやメッキ品といった
環境に⼤きく関わるものです。
私達の取り組みが環境負荷物質の低減と⼆酸化炭素削減に結びつき、
環境改善に貢献できるよう活動していきます。

⾏動指針
私達は環境負荷軽減とカーボンニュートラルを⽬指し、事業展開と社会⽣活の
全ての局⾯において⼆酸化炭素の削減と環境負荷低減に努めて参ります。

1 当社の製品及び加⼯・⽣産のプロセスにおいて、また、開発、納⼊、サービスの分野を含めて
環境⾯の認識を⼗分に⾏い、全員が環境管理活動を推進します。

2 環境に関する法規・協定を順守し、社内管理規定を定めて管理の向上に努めます。

3 納⼊する製品全てに使⽤禁⽌物質が含まれていないことを保証します。

4 環境影響の継続的な改善体制を整備し、⽣産・管理活動において⽣じる⼆酸化炭素や
廃棄物・排⽔などの管理を⾏い、環境汚染の予防とカーボンニュートラルを推進します。

5 国内外の輸送省エネルギー化に取組み、業務の効率化・無駄の排除により省資源化と
カーボンニュートラルを推進します。

6 廃棄物のリサイクルなど再資源化を推進し、資源の有効活⽤に努めます。

7 化学薬品や有害物質については適切な管理を⾏い、環境汚染の予防に努めます。

8 環境⽬的及び⽬標を設定し、達成状況の評価や⾒直しを⾏い、継続的な向上を図ります。

9 環境⽅針は、環境教育・社内広報活動を通じて全社員に徹底します。

10 外部からの要求に対して、環境⽅針を公表します。

制定⽇︓2011/1/1
改定⽇︓2023/1/1
株式会社ルミナス
代表取締役社⻑
江⼝　洋

環境経営⽅針
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1 事業社名
株式会社　ルミナス

2 代表者名
代表取締役社⻑︓江⼝　洋

3 所在地
東京都江東区⻲⼾6-58-10　第2共⽴ビル　3階/4階/6階/8階　(2023年4⽉より6階使⽤開始)
http://www.luminus.jp/
Tel︓03-5858-5800
Fax︓03-3636-2080

4 事業の規模
年間売上⾼︓「2024年度(1⽉〜12⽉)」　3,315,017,802円　
資本⾦︓　10,000万円
延床⾯積︓　282㎡
従業員数︓　18⼈ 

5 活動内容
⾃動⾞⽤灯体部品・⼯業製品の開発と国内外調達

6 社歴
2007年　11⽉設⽴

7 環境管理責任者及び担当者連絡先
EA21環境推進事務局　環境管理責任者 :髙橋 洋⼀
y-takahashi@luminus.jp

Tel: 03-5858-5800
Fax: 03-3636-2080

8 施設の状況
賃貸オフィス、パソコン、複合機など

9 対象範囲
対象範囲　 全社
登録番号 8637
登録⽇ 2012/5/31
レポートの対象期間︓2024年1⽉〜2024年12⽉
発⾏⽇︓　 2025年3⽉15⽇
改定⽇︓ 2025年7⽉22⽇

事業活動の概要



作成⽇：2025/1/16

作成者：髙橋

電気担当
⽯川

廃棄物担当
前原

⽔資源担当
崔 (後藤)

グリーン購⼊担当
三ツ川

実施体制図(環境関連組織)
代表取締役社⻑(代表者)

江⼝ 洋

環境管理責任者
髙橋

エコアクション２１
事務局

環境情報/省エネ担当
秋本

役割、責任及び権限

代表者

・経営における課題とチャンスを整理し、明確にする
・環境経営に関する⽅針（環境経営⽅針）を定め、誓約する
・効果的で必要⼗分な実施体制を構築する
  ①各⾃の役割、責任及び権限を定め、全従業員へ周知する
  ②EA２１を運⽤し、維持するための経営資源を⽤意する
・ 環境経営全体の取り組み状況及びその効果を評価し以下の項⽬を含む
    総括的な⾒直しを実施し、必要な指⽰を⾏う
  ①環境経営⽅針
  ②環境経営⽬標及び環境経営計画
  ③実施体制

・環境上の緊急事態へ準備及び対応する
・緊急事態等の試⾏実施後及び発⽣後に、対応策の有効性を検証し、
 必要に応じて改訂する

従業員

・環境経営⽅針、環境経営⽬標及び環境経営計画の達成、
 並びに環境関連法規などの遵守に必要な取組を実施する
・環境経営⽅針、環境経営⽬標を達成するために、
 必要に応じて⼿順書を作成し運⽤する

・環境管理責任者
・エコアクション

21事務局

・取組対象の組織・活動の明確化
・環境への負荷と取組の状況を把握及び評価する
・環境関連法規などの取りまとめ、並びに遵守状況を評価する
・環境経営⽬標及び環境経営計画の策定、並びに達成状況・
 実施状況を評価する

・問題がある場合の是正処置、予防処置を実施する
・教育・訓練を実施する
・環境コミュニケーションを実施する（内部、外部、環境経営レポート）
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基準年(2023年実績) 2024年度⽬標 2025年度⽬標 2026年度⽬標

2023/1/4~2023/12/28 2024/1/4~2024/12/28 2025/1/4~2025/12/28 2025/1/1〜12/31

3階 4,905kwh 4,786.5kwh 5,043kwh ↑ 5,000.0kwh 4,950kwh

4階 5,879kwh 6,107.8kwh 5,857kwh ↓ 5,500.0kwh 5,445kwh

6階 2,310.0kwh 3,666.5kwh 3,459kwh ↓ 3,500.0kwh 3,465kwh

8階 5,141kwh 5,257.7kwh 5,272kwh ↑ 5,200.0kwh 5,148kwh

全社 18,235.0kwh 19,819kwh 19,631kwh ↓ 19,200kwh 19,008kwh

1.⼆酸化炭素排出量換算 全社 7,440kg-co2 7,729kg-co2 7,656kg-co2 ↓ 7,488kg-co2 7,413kg-co2

3階 17.741㎥ 22.800㎥ 22.908㎥ ↑ 23.200㎥ 22.968㎥

4階 23.717㎥ 27.600㎥ 26.958㎥ ↓ 29.000㎥ 28.710㎥

6階 14.678㎥ 25.200㎥ 26.976㎥ ↑ 26.600㎥ 26.334㎥

8階 19.007㎥ 20.400㎥ 16.797㎥ ↓ 17.200㎥ 17.028㎥

全社 75.143㎥ 96.000㎥ 93.639㎥ ↓ 96.000㎥ 95.040㎥

3階 140.92kg 72.00kg 38.80kg ↓ 61.00kg 60.39kg

4階 55.31kg 72.00kg 31.03kg ↓ 45.00kg 44.55kg

6階
2024年度を基準値とする

(2023年度途中から使⽤の為) 48.00kg 19.47kg ↓ 45.00kg 44.55kg

8階 39.59kg 36.00kg 34.70kg ↓ 45.00kg 44.55kg

全社 235.82kg 228.00kg 124.00kg ↓ 196.00kg 194.04kg

全社 60.72% 50％以上 70.08% ↑ 50％以上 50％以上

4.グリーン購⼊
事務⽤品等環境ラベル認定品
の購⼊⽐率向上

全社 94.5% 維持・継続
80% 94.2% ↑ 維持・継続

80%
維持・継続
80%

5.製品・サービスの推進
①省エネ・省資源化
の営業提案
②製品の化学物質
情報提供

全社
①4.5件/⽉
以上
②100％

維持・継続
①3件/⽉
以上

②100%

①5件/⽉
以上

②100％
↑

維持・継続
①3件/⽉
以上

②100%

維持・継続
①3件/⽉
以上

②100%

https://policies.env.go.jp/earth/ghg-santeikohyo/files/calc/r06_denki_coefficient_rev10.pdf

※購⼊電⼒の調整後CO2排出係数は、東京電⼒の2024年度算定⽤係数『0.390kg-CO2/kWh』を使⽤

2.⽔使⽤量の維持・継続

3.②リサイクル率の向上
(会社全体で50%以上)

3.⼀般廃棄物の削減

第⼆期中期環境経営⽬標期間

環境⽬標

1.電気使⽤量の削減

2024年実績値

←



6

https://policies.env.go.jp/earth/ghg-santeikohyo/files/calc/r06_denki_coefficient_rev10.pdf

※購⼊電⼒の調整後CO2排出係数は、東京電⼒の2024年度算定⽤係数『0.390kg-CO2/kWh』を使⽤

〇

②製品の化学物質情報提供
問合せに対し100%の回答

〇

80% 94.2% 〇

〇

・8/8件を回答
(問合せに対し
100%回答)

〇問合せに対し
100%の回答

4.グリーン購⼊
事務⽤品等
環境ラベル認定品の
購⼊⽐率拡⼤

5.製品・サービスの推進
①省エネ・省資源提案

3件
以上/⽉

平均5件
以上/⽉

2.⽔使⽤量の削減 96.000㎥

②リサイクル率の促進

〇228.00kg 124.00kg

285.05kg

3.⼀般廃棄物の削減
①廃棄物総量の削減

93.639㎥

2024年環境経営⽬標　達成実績

環境⽬標
⽬標 実績

2024年1~12⽉
評価

(〇 or ×)

⼆酸化炭素排出量

1.電気使⽤量の削減 〇

2024年1~12⽉

7,729kg-co2 〇

19,818kwh

7,656kg-co2

19,631kwh
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評価 次年度取組

＊ 昼休み時に、事務所の照明を消す(仕事・作業中は例外とする) ○
＊ 1時間以上の外出時はパソコンをパワーオフ／省エネ設定 ○
＊ 外気温20℃〜25℃の場合、空調を停⽌する ○
＊ 窓を開け、通気性を良くし、空調の使⽤を控える ○
＊ 空調の適温化（冷房26℃程度、暖房は22℃程度）を維持する ○
＊ エアコンフィルターの定期清掃を6⽉に実施する ○

＊ 無駄な印刷物を抑制する（確認⽤・テスト印刷などを抑える） ○
＊ ○
＊ 段ボールの再利⽤やリサイクル ○
＊ ペットボトル・ガラス・ゴミの分別を徹底し、分別回収箱を設置する ○
＊ コピー⽤品、新聞、チラシ、シュレッダー等のリサイクル化（資源ゴミ化） ○
＊ ⽤紙裏⾯の利⽤徹底(客先へ提出すものなどは除く) ○
＊ 廃棄・リサイクル物の廃棄量を抑える ○
＊ マイボトル、マイ弁当箱、マイ箸を持参する △

＊ ⽇常的な節⽔を励⾏する ○
＊ 毎⽉末にメーターを検針する ○
＊ 毎⽉の使⽤量が10％の増減があった時分析し報告する ○
＊ 必要に応じて節⽔に有効な器具を設置する ○
＊ 半年に1度、あるいは必要に応じて漏⽔が無い事を確認する ○

＊ 新規商品はグリーン購⼊法適合商品を優先する ○
＊ ○
＊ ○

＊ 省エネ・省資源の確認・提案 ○
＊ 製品の化学物質情報の確認、提供 ○
＊ 各⾃は、実績・実情を把握し、⽉例エコアクション21ミーティングで報告 ○

＊ 問合せに対し、確実に回答する ○
＊ 各⾃は、実績・実情を把握し、⽉例エコアクション21ミーティングで報告 ○

評価　　○︓良好　△︓不⼗分(実施or未実施に分かれる場合)　×︓未実施

環境経営計画の実施状況及びその評価内容/次年度取組内容
環境活動計画

継続する

継続する

継続する

3.⽔使⽤量の削減

2.⼀般廃棄物の削減 / 廃棄物送料の削減 / リサイクル率の向上

1.電気使⽤量の削減

ぺ-パーレス(PDF/データーベース)の徹底/PC作業が苦⼿な取引先は例外とする

継続する

継続する

継続する

製品の化学物質情報提供

5.製品　サービスの推進 / 省エネ・省資源化の営業提案

4.グリーン購⼊ / 事務⽤品等の環境ラベル認定品の購⼊⽐率拡⼤

グリーン購⼊先を増やし、グリーン購⼊率を上げる

発注時は過去購⼊実績（請求書）を確認してグリーン購⼊法適合商品を発注する
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環境関連法規制の取りまとめ
作成︓ ###########

■1.主な環境関連法規
区分 法規制等名称 対象設備、活動など 具体的対応 評価

廃棄物の処理及び清掃に

関する法律 産業廃棄物 排出無し －

資源有効利⽤促進法 使⽤済みパソコン
メーカーやリサイクル業者

によるリサイクル
○

江東区清掃リサイクル条例 事業系⼀般廃棄物の処理 条例に伴う分別 ○

家電リサイクル法 冷蔵庫などの家電 販売店委託、

家電リサイクル券購⼊ 廃棄無

廃棄物の

適切な処理

フロン類の使⽤の合理化及び

管理の適正化に関する法律
(フロン排出抑制法)

業務⽤エアコン
簡易点検票の確認
（共⽴不動産様へ依頼） ○

Reach規制 ○

RoHS / ELV指令 ○

東京都条例 都⺠の健康と安全を確保する

環境に関する条例 広範な努⼒義務 法律・条例順守で適合 ○

■2.違反・訴訟の有無
環境関連の法規の違反や訴訟は発⽣しておりません。
環境当局からの違反等の指摘等も過去に⼀度もありません。

2025年も継続して取り組みます。
エコアクション21を進める為、営業部がEA21事務局をサポートします。

■代表者による全体の評価と⾒直し・指⽰
「2024年総括」

EA21の取組みは、活動がマンネリ化しやすい中で
全員参加で良く取り組んでいると思います。
各環境⼤⾂をまとめる世話役も確実に活動を続けており、良い傾向と思います。
社会的な要請、カーボンニュートラル等が客先から求められる状況ですので
より⼀層活動を推進していく必要があります。
当社は製造拠点でないため、カーボンニュートラルの有効な⼿段は限られておりますが
常に総意と⼯夫でCNを達成し地球環境の維持保全に努めていく必要があります。
今後も会社⽅針として継続していきます。

2025/3/25

江⼝ 洋

廃棄物

■前回の審査員による指⽰への取り組み内容

出荷物 有害物質有無の調査 含有時に⾮含有化を
推進する


